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　先日、我が家のリ

ビングで娘が　「う

わ～！！　なんでこ

こにいるの？！」　

と、叫び声をあげま

した。

　この本の題名通

り、 ナメクジです。

　新聞受けに潜ん

でいたところを、 夕

刊の雨除けのビニールにくっついて運ばれてきてし

まったようです。

　私にしても　「ナメクジ」　イコール　「退治するもの」

という考えが子どもの頃から刷り込まれている感じ

ですが、この本の表紙を見るとちょっと戸惑いが生

まれます。　光の反射がちょうど、赤ちゃんナメクジの

目に笑っているような線を描き、叫び声をあげた我が

家の娘でさえ　「カワイイ！」　 ・ ・です。

　身近にいながら、その生態は、まだよくわからないと

ころが多いとのこと。　おもなナメクジとして５種類のナ

メクジが紹介されていますが、そのうちヨーロッパから

の外来種が２種。　大型でマダラ模様だったり、 「コウ

ラ」　をもっていたり。　ナメクジの世界まで外来種が

いるのかとはじめて知りました。

　「最近では見る機会が少なくなっています。」　とある

のですが、 そうでしょうか？　先月のやままゆ連でも

ホットな話題になっていましたね。　あちこちで、あの

歯舌の跡を見るような気がするのですが・ ・

（遠藤）


